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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年10月4日(2012.10.4)

【公開番号】特開2011-53075(P2011-53075A)
【公開日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-011
【出願番号】特願2009-202074(P2009-202074)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/59     (2006.01)
   Ｂ６０Ｓ   5/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｎ  29/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/59    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｓ   5/00    　　　　
   Ｆ１６Ｎ  29/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月21日(2012.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、自動車から抜き取った作動油（例えばＡＴフルード／ＣＶＴフルード）の状
態を光透過度によって測定して作動油の交換可否を判定する作動油の交換判定装置ならび
に作動油の交換判定機能を備えた作動油の交換装置に関するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　自動変速機の作動油（ＡＴフルード／ＣＶＴフルード）を交換するにあたり、その作動
油が交換可能であるかどうかを見極める必要がある。これは、劣化が進行した作動油を交
換したときに、作動油に含有する不純物が取り除かれることによって、かえって自動変速
機の性能が低下しまうことがあるためである。これまで作動油の交換は、走行距離が所定
距離未満であれば交換可能・所定距離以上であれば交換不可というように走行距離を目安
に判断されてきたが、作動油の劣化は走行の仕方や走行の場所によって変わってくるので
、走行距離で交換可能であるかどうかを判断するのは得策ではない。
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